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新 旧 

別表 4 准看護師教育の基本的考え方、留意点等 

准看護師教育の基本的考え方 

1) 人間を身体的・精神的・社会的側面から把握し、対象者を生活する人として理解する基礎

的能力を養う。 

2) 医師、歯科医師、又は看護師の指示のもとに、療養上の世話や診療の補助を、対象者の

安楽を配慮し安全に実施することができる能力を養う。 

3) 疾病をもった人々と家族のさまざまな考え方や人格を尊重し、倫理に基づいた看護が実践

できる基礎的能力を養う。 

4) 保健・医療・福祉チームにおける各職種の役割を理解し、准看護師としての役割を果たす

基礎的能力を養う。 

5) 看護実践における自らの課題に取り組み、継続的に自らの能力を維持・向上する基礎的

能力を養う。 

 

教育内容 時間数 留意点 

基
礎
分
野 

論 理 的 思 考 の

基盤 

35 

 

 

 

 

 

 

 

コミュニケーションの基礎となる読解力及び表現力を

養う内容とする。 

情報通信技術（ICT）の基礎的知識や情報管理を学ぶ

内容とする。 

人間と生活・社

会 

35 保健・医療・福祉を取り巻く社会の仕組みを知るため

の基礎的能力を養う内容とする。 

人権の重要性について理解し、倫理的な視点や尊厳

の保持について学び、人間を生活者として理解するた

めの内容とする。 

小 計 70  

専
門
基
礎
分
野 

人体の仕組み

と働き 

105 

 

人体の構造と機能について、生活行動の観点から理

解する内容とする。 

栄養 35  

薬理 70  

 

疾病の成り立ちと回復を理解するのに必要な薬物、感

染症、栄養等に加え、感染と予防について理解するた

疾病の成り立

ち 

105 

別表 4 准看護師教育の基本的考え方、留意点等 

准看護師教育の基本的考え方 

 （新設） 

 

2） 医師、歯科医師、又は看護師の指示のもとに、療養上の世話や診療の補助を、対象者の

安楽を配慮し安全に実施することができる能力を養う。 

3) 疾病をもった人々と家族のさまざまな考え方や人格を尊重し、倫理に基づいた看護が実践

できる基礎的能力を養う。 

 （新設） 

 

 （新設） 

 

 

教育内容 時間数 留意点 

基
礎
科
目 

国語 

外国語 

その他 

 

 

 

35 

35 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

文学、生物、化学、現代社会、カウンセリングなど新た

に科目を設定したり、国語、外国語の時間を増やした

りするなど、各養成所において独自に編成する。 

小 計 105 

専
門
基
礎
科
目 

人体の仕組み

と働き 

105 

 

人体の仕組みと働きや疾病の成り立ちの概要及び疾

病の回復に必要な薬物や栄養等を理解し、的確な観

察や安全な援助ができるための基礎的な内容とする。 

食生活と栄養 35  

薬物と看護 35  
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めの基礎的知識を学ぶ内容とする。 

 

（削除） （削除） （削除） 

（削除） （削除） （削除） 

 

 

保健医療福祉

の仕組み 

 

35 

准看護師としての役割と責任を果たすために、保健医

療福祉の仕組みを理解し、かつ、看護に係る法制度と

結び付けて学ぶ内容とする。 看護と法律 

小 計 350  

専
門
分
野 

基礎看護 

 

 

 

 

 

 

 看護概論 

 

 

 基礎看護技術 

 

 

 臨床看護概論 

 

 

 

成人看護 

老年看護 

母子看護 

精神看護 

385 

 

 

 

 

 

 

70 

 

 

245 

 

 

 

70 

  

 

210 

 

70 

70 

 

 

看護の基盤となる「看護」及び「環境」「健康」「人間」の

概念、生活者としての対象の理解、准看護師の役割と

機能、看護における倫理の他、在宅などの多様な場に

おける療養生活や基礎的な災害時の看護について学

ぶ内容とする。 

また、シミュレーション教育を活用し、実践に結び付け

られるよう教授方法を工夫する。 

患者等の心理を理解し、信頼関係を深めることができ

るコミュニケーション技術を身につける内容とする。 

 

根拠を理解した上で、自立／自律して対象の状態に応

じた看護技術を安全・安楽に提供することを目指す内

容とする。 

 

患者の状態や変化を的確に観察した上で、適切に報

告し、記録できる能力を養う内容とする。 

 

 

 

各領域における対象の理解と必要な看護について学

ぶ内容とする。 

小 計 735 

疾病の成り立

ち 

70 

感染と予防 

 

35  

看護と倫理 35 患者の人権を守るとともに倫理に基づいた行動がとれ

る内容とする。 

患者の心理 35 人間の生活や疾病・障害を有する人々の心を理解し、

対象者とのコミュニケーションの基盤となるような内容

とする。 

保健医療福祉

の仕組み 

 

 

35 

保健医療福祉制度における准看護師の役割を知り、

他の医療従事者と協調できる能力を養える内容とす

る。 

看護と法律 

小 計 385  

専
門
科
目 

基礎看護 

 看護概論 

 基礎看護技術 

 臨床看護概論 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

成人看護 

老年看護 

母子看護 

精神看護 

 

35 

210 

 

70 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

210 

 

70 

70 

 

 

看護の各領域に共通の基礎的理論や基礎的技術を学

ぶ内容とする。特に、看護技術については、その根拠を

理解し、患者の状態に応じて正確に安全・安楽に行うこ

とができる内容とする。さらに、患者の状態や変化を適

切に報告し、記録できる能力を養える内容とする。 

看護の各領域における対象について理解し、それらに

対する看護の概要について学ぶこととする。 

特に、精神看護は、精神障害時の看護を理解できる内

容とする。 

 

小 計 665 
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臨地実習 

 

 基礎看護 

 成人看護 

 老年看護 

 母子看護 

 精神看護 

735 

 

210 

385 

 

70 

70 

 

 

 

看護の対象の理解を促し、各科目で学習した療養上

の世話と診療の補助を体験する内容とする。 

自身の行った看護実践を振り返り、安全・安楽な看護

について考え実践する姿勢を養う内容とする。 

チームにおける准看護師の役割や責任を意識しなが

ら援助を行う視点を養う内容とする。 

在宅などの多様な場における対象者の療養生活を学

ぶ内容とする。 

小 計 735 

総 計 1,890 
 

 

臨地実習 

 

 基礎看護 

 成人看護 

 老年看護 

 母子看護 

 精神看護 

 

 

210 

385 

 

70 

70 

 

 

 

各科目で学んだ療養上の世話と診療の補助を中心に

体験させ、看護の実践に必要な知識、技術、態度を習

得できる内容とする。 

小 計 735 

総 計 1,890 
 

 

 




